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論 文 内 容 の 要 旨

胃癌根治手術例71例の新鮮材料を用い, 特に胃癌の所属 リンパ節の被膜外組織- の癌進展状態を組織学

的に検索 した｡ 手術標本は10% ホルマリン固定後にそれぞれのリンパ節を可及的に多くの周囲組織をつけ

たまま切り出し, 連続切片によるヘマ トキシリン ･エオジン染色標本を作製観察 した｡ 同時に主陸癌並び

に他の転移巣についても詳細に検索 し, 胃癌研究会の規約に従って分類 した｡ また必要に応じ, Pap の渡

銀法または van Gieson 染色標本を作製観察 した｡

検索症例71例中61例 (85.9% ) にリンパ節転移を認め, 全 リンパ節945個中382個 (40.6% ) が転移 リン

パ節であった｡ このうち約半数は肉眼的に転移を証明できなかった｡ また一般にリンパ節の大きさが大き

い群ほど転移 リンパ節が多く, 長径 20m m 以上のリンパ節には全例に転移が認められたが, 長径 5m m

未満のものにもその24.6% に転移を認め, これらの大部分は肉眼的に転移を証 明で きなかった｡ これら

945個 リンパ節について, その周囲組織を検索 しそこに認められた癌巣または癌細胞群についてその組織

学的所見と原発巣及び転移巣における癌進展状態との関係を考察 し次の結論を得た｡

1 ) 胃癌71例のリンパ節 945個中35例 (50.3% ), 116個 (12.3% ) に被膜外癌巣が認められた｡ これら

被膜外癌巣を伴ったリンノヾ節の大部分は第 1群のリンパ節で, 9個が第 2群以上のリンパ節であった｡

2 ) これら被膜外癌巣と隣接 リンパ節内の転移巣との関係から4 型を区別 した｡ 隣接 リンパ節内に転移

を認めないもの (M O 型) は15例, リンパ節内の転移巣から離れた部位に被膜外癌巣のあるもの (S 型)

は31例, リンパ節内の転移巣から連続的にリンパ節外へ進展 しているもの (C 型) 43例, S 型とC 型の両

者をもつもの (SC 型) は27例であった｡

3 ) これら被膜外癌巣の殆どが, 未分化な癌細胞よりなる癌細胞群乃至小煩巣であり, 肉眼的に確認で

きるほどの発育を示すものは認められなかった｡ これらは, リンパ管内または血管内の陸療栓塞または連

織浸潤, 穿脈管性の浸潤或は脂肪組織等の組織間隙における浸潤として認められた｡ これら癌細胞群には

直接原発巣に由来するものと, 隣接 リンパ節内の転移巣から進展 したものがあり, 前者は組織間隙を介 し
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ての連続浸潤, リンパ管及び血管を介 しての腰痛栓塞または連続浸潤, 腹腔を介 しての播種の他に非連続

性の組織間隙浸潤があり, 脈管外通液路系による転移の可能性が思考された｡ 後者に於てもリンパ節内転

移巣が被膜を破って連続性に浸潤するものの他にリンパ行性または血行性に連続的または非連続的に進展

したと考えられる所見を認めまた, リンパ節転移巣は必ず しもその末期に至るまで リンパ節内での発育に

とどまるとは限らず, むしろその初期に於てもリンパ節外へ小煩巣として進展す る場合の多い事を知っ

た ｡

4 ) 被膜外癌巣の出現頻度およびその進展状態は原発巣の組織像およびその進展様式をよく反映してい

る点が注目された｡ 特に胃癌手術の予後に影響を与えると考えられている原発巣の諸因子が被膜外癌巣と

密接な関係を有することを認め, 従って, これら因子が一面では胃外軟部組織への癌進展の難易性に関連

していると解釈 し得よう｡

5 ) または早期胃癌においても, 胃外軟部組織内に癌巣の存在する可能性を常に考慮 しなければならな

い｡

6 ) 以上の所見から, 被膜外癌巣は胃癌手術後の再発に関連 した重要な要因の一つと考えられる｡ また

リンパ節廓清に際 してはできるだけ bloc dissection の立場に立っべきことを強調 したい｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

胃癌根治手術において転移淋巴節の廓清は最も重要な点の 1つであるが, はたしてどのような方法で実

施すべきであるかを検討する目的をもって林は所属淋巴節被膜外に存在する癌組織について検索 した｡ ま

ず71例の胃癌手術例の新鮮標本を可及的周囲の組織を付 したま ゝとり出し連続切片標本をつくり, ヘマ ト

キシリンエオジン染色, 必要に応じてさらに渡銀法, V an Gieson 法を追加 してしらべた｡

検査症例71例中61例に淋巴節転移を認め, 全 リンパ節945個中382個 (40.6% ) が転移 リンパ節でさらに

その半数は肉眼的には転移を証 し得ぬものであった｡ 長径 20 m m 以上の淋巴節はすべて転移巣を有 し,

長径 5 m m 以下でも24.6% に転移が認められた｡ リンパ節被膜外転移は71例中35例 (50.3% ) に存在 し,

切除淋巴節の割合から言うと945淋巴節中116個で12.3% にあたる｡ これら被膜外癌巣は大部分は原病巣に

隣接する第 1次淋巴節で 116 中 9個のみが第 2次淋巴節であった｡ 淋巴節被膜内外の癌細胞の関係は, 淋

巴節内の転移巣から離れた部位の被膜外に在るもの31例, 淋巴節内の転移から連続的に淋巴節被膜外へ進

展 しているもの43例, 両者の混合型27例であり, これらはすべて未分化な癌細胞よりなる小癌巣で リンパ

管または血管内癌細胞栓塞, 勇脈管性または脂肪組織間隙を通じての浸潤または脈管外通液路と考えられ

る組織間隙を通じての浸潤であった｡ したがって淋巴節の廓清は bloc dissection でなければならない｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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